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向春の候、皆様におかれましては、ますますご壮健のこととお喜び申し上げます。また、平素は学校
活動に多大なご理解とご支援を賜り、感謝申し上げます。
さて、今年度もまとめの時期に入ってまいりました。三学期の開始時に目標として

「自分の将来（目指したい道）を明確にする努力をする」ということを挙げました。まず
は、職業や大学・学部について、自分が知らない状態であること自覚することから始ま
り、そのうえで自分の将来を探っていこうと伝えています。すこしでも自分の将来に向けての道筋がイ
メージできていれば、目標としては達成されているのではないかと思います。逆に、自分の将来に対
して全くアプローチできていない人については、早急に意識を変える必要があります。将来に向けて
の準備のスタートは早すぎることはありません。高校２年生になってスムーズに希望する進路が決まっ
ていくように、今のうちから意識してもらいたいと願っています。
以下は、三学期に行ったHRの内容です。

HR実施報告 その１

「差別をなくすために」

１月１１日(金) 人権講演会 川口泰司さん
解放運動に取り組まれている、山口県人権啓発センター事務局長の川口泰司さんの講演を拝聴
しました。主な内容として以下のような内容がありました。
『今は人権基準が高まっているので、これまでは許されていたこともダメになってきている。』
『差別は気付こうとしないと気付けない。』
『正しく対応するために正しい知識・感覚を身につけなければならない。』
『正しく行動できないと、知らないうちに大切な人を傷つけることもある。』
『全ての人の心の中に“差別心”はある。それを自覚して行動できるかが大切。』

１月３０日(水) 講演会事後学習①
目標「差別問題を自分のこととして考えることができるようになろう」
講演の振り返りをしながら、
『自分事として考える感覚と正しい知識を持ってると、差別に出くわした際に正しい対応できるよ
うになる。』

ということを考えました。

２月 ７日(木) 講演会事後学習②
目標「自分の中にある差別心を認識したうえで、正しい行動ができるようになる。」
『善意で行った行動でも、気遣いが欠けると人を傷つけることもある。』
『誰かが嫌な思いをする社会は、自分も嫌な思いをする可能性がある。』
『自分のいる集団を良くするための言動をすることが、みんなが気持ちよく生活できる社会をつく
ることにつながる』

ということを考えました。

HR実施報告 その２

「進路学習」

２月２０日(水) 大学入試について

＊授業で使用した資料はｉＰａｄ（classroom連絡用）でご覧いただけます。
目標 ①大学入試の概要について知る

②入試が変わる目的を知る
③新入試に向けて身につけるべき力を知る
④現状での各大学の入試の変更点を知る

①～③については、これまでにも学年集会などで保護者の皆様にもお伝えしてきました。生徒たち
に伝えていますが、新入試についてはこれまで以上に、情報を知っていることがアドバンテージにな
ることが予測されます。われわれはこの入試改革は大きなチャンスと捉えています。ぜひとも生徒達も
保護者の方々も前向きに捉えることで、積極的に進んでいけるものと感じて
おります。今回は、特に④について生徒たちと情報共有をしました。主な内
容は以下の通りです。

『英語外部検定について』 ＊高校３年生の4月から入試は始まる！

『主体性評価についての各大学の導入状況（2018年12月現在）』
『私立大学の入試形式変更について』
＊私立大でも出願時に主体性を評価するための、「主体性・多様性
・協働性に関する経験」の入力を求める大学が出てきています。

２月２２日(金) GPS-Academic振り返り
目標 ①自分の強みを意識する

②他者から見た自己を知る
③シンキングツールの使い方を学ぶ
④記述問題の振り返り

GPS-Academicは、「問題を解決する力」の現状を「思考力」「姿勢・態度」
「経験」の観点で確認するアセスメントです。
上記の力は、2020年の入試で導入される、出願時のJAPAN e-Portfolio
の入力や、総合型選抜（AO入試）・学校推薦型選抜（推薦入試）において
評価される中心的な内容です。①で自分の結果を分析し、②で客観的意
見を友人からもらい多角的な自己分析を行いました。

三学期の主な予定

２月 ２８日（木） 高校卒業式
３月 ４日（月）

学年末考査
～８日（金）
１１・１２日（月・火） 答案指導
１３日（水） 神戸大学オープンキャンパス（文系学部） ＊希望者
１４日（木） 登校日
１５日（金） 特別文化講演会 大村 智 先生（2015年ノーベル生理学・医学賞受賞）

おおむら さとし

２０日（水） 終業式


